
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 3 月 4 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2006～2009   

課題番号：18403012 

研究課題名（和文） 大陸衝突によるアジア大陸東部域の大陸変形の研究 

                     

研究課題名（英文） Deformation aspect of Asian continent due to continental collision

 

研究代表者 

  乙藤 洋一郎 （ OTOFUJI YO-ICHIRO  ） 

神戸大学・大学院理学研究科・教授 

研究者番号：90160895 

 
 
 
研究成果の概要（和文）：チベット東部からインドシナ半島の地域に分布する白亜紀・ジュラ紀

の岩石の古地磁気測定を行い、インドシナ半島基部の広い地域が 30 度以上の時計周り回転した

ことを見出した。この時計周り回転運動をＧＰＳによる現在の回転運動と比較すると、回転し

ている地域が異なることがわかった。この地域の違いは、アジア大陸にインド亜大陸が衝突を

開始して以降 5000 万年の間に、インドシナ半島を構成する地殻が南東に 1000ｋｍ移動したた

めに引き起こされたと結論した。 
 
研究成果の概要（英文）：A quantitative comparison between the GPS and paleomagnetically 

determined clockwise rotation suggests that following an initial India-Asia collision a 

crust of the present Indochina peninsula displaced from paleoposition at 30°N, 94°E  by 

about 1000 km during the past 50 million years.  
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１．研究開始当初の背景 

ポストプレートテクトニクスの理論構築

に要求されている大きな研究課題の一つは、

非剛体の大陸のテクトニクスの理解である。

大陸は、変形しない剛体の海洋プレートと異

なり、分裂・合体を経験し、姿・形を変えて

いく。大陸のテクトニクスの解明への一歩は、

大陸の変形過程のよりよい理解である。 

大陸の変形は、大陸衝突によってひきおこ

される。衝突現象にともなう大陸変形を探し、



変形の様子を定量的に解明することが、非剛

体の大陸の力学的性質理解への近道である。 

アジア大陸東部を例にとれば、中生代から

新生代に 3つの大陸衝突がおこった。（1）北

中国・南中国の大陸ブロックの衝突、（2）シ

ベリア大陸・モンゴル小大陸の衝突、そして

（3）インド・アジア大陸衝突である。それ

ぞれの衝突に伴う大陸変形に着目し、変形の

様子を古地磁気を用いて定量的に記述し、非

剛体の大陸のテクトニクスの変形を解明す

ることにした。 

 
２．研究の目的 

中生代-新生代に，アジア大陸でおこった大

陸衝突によるアジア大陸東部の変形現象を，

古地磁気学の観点からあきらかにすることを

目的とする． 

 
 
３．研究の方法 
(1)アジア大陸東部に連続体力学を適用して

変形現象を論ずることが出来るように、東ア

ジアの広い地域から多くの古地磁気データを

求める地点をシステマティックに選定し，そ

れらから古地磁気データをもとめる． 

(2)三つの大陸衝突に注目する。① インドの

衝突によるアジア大陸の変形，② 北中国地塊

と南中国地塊の衝突に伴う両地塊の変形 ③

シベリア地塊とモンゴル-中国地塊の衝突に

伴う両地塊の変形。 

（3）三通りの大陸衝突の変形の様子を比較し、

大陸プレート内部の力学的性質と大陸下部の

マントルの流動性を探る。 

 
 

４．研究成果 

（1）インドシナ半島の変形テクトニクスⅠ  

インドシナ半島の中央部を占めるシャ

ンタイ地塊の変形現象を、チベット、中国雲

南とタイのナンで採取した白亜紀・ジュラ紀

の岩石の古地磁気から明らかにすることが

できた。古緯度の比較から、シャンタイ地塊

は、インド衝突以前には、現在のチベット高

原を形成するチャンタン地塊とラサ地塊の

間に存在したことをまず証明し、インドがア

ジア大陸に衝突した直後にシャンタイ地塊

は時計回りに回転し、その後南下を行ったこ

とをあきらかにした。南下に伴って、シャン

タイ地塊は内部変形をこうむったことがわ

かった。 
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図 インド衝突に伴うアジア大陸の変形 

（シャンタイ地塊の南下モデル） 

 

（2）インドシナ半島の変形テクトニクスⅡ  

インドシナ半島の中央部を占めるシャン

タイ地塊の内部変形の様子を、中国雲南の 3

箇所（Zhengyuan (24.0°N, 101.1°E), West 

Zhengyuan (24.0°N, 101.1°E), South 

Mengla）などで採取した白亜紀の岩石の古地

磁気から明らかにした。変形の様子はつぎの

ように記述できる：インド大陸が衝突してす

ぐにシャンタイ地塊は剛体として 20 度の回

転を経験し、32Ｍａまでに南下を行い、その

後 南 北 方 向 の 圧 縮 応 力 を 受 け

Chongshan-Lancang-Chiang Mai Belt の曲線

の形をつくるように内部変形をこうむった。  
 

 
 

図 シャンタイ地塊の変形過程 

 

 

（3）インドシナ半島の変形テクトニクスⅢ  

インドシナ半島の東南部を占めるインドシ

ナ地塊の変形の様子、ラオスの Phong Saly 

(21.6°N, 101.9°E)、Borikhanxay (18.5°N, 

103.8°E) そ し て  Muang Phin (16.5°N, 

106.1°E)の 3 箇所で採取した白亜紀・ジュ

ラ紀の岩石の古地磁気データに、シャンタイ

地塊の古地磁気データを組み合わせ、推測し

た。シャンタイ地塊は大きな内部変形をこう

むっているのに比べ、インドチャイナ地塊は



一様回転はしているものの内部変形をして

いないことが明らかになった。インドシナ半

島地下の地震波トモグラフィーと古地磁気

で求めた変形の様子を比較すると、リソスフ

ェアが柔らかい地域が地表で変形をこむる

ことが明らかになった。 
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